
　　　　

2026 年 1 月 23 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

家族支援

・面接機会を通してご家族の方の不安、負担を軽減する為のサポート
・就労されているご家族のために送迎サービスの実施
・関係機関と情報共有し、安心して子育てができる支援体制の構築
・登園、降園、登下校等のサポート

移行支援

・利用児に関わる会議への参加
・保育所等訪問支援による就園・就学後の環境調整
・就園・就学先への情報提供書類作成

地域支援・地域連携

・地域の中核療育機関との連携
・園や学校など教育機関の関係者等との連携
・利用児に関わる会議等への参加 職員の質の向上

・虐待、身体拘束等の研修会実施
・基本的な発達段階やASD等の発達障害に関する研修会の実施
・療育技法（PECS、ESDM、ABA、TEACCH等）の基礎研修に参加
・利用児についてのケースカンファレンス実施

支　援　内　容

・着替えやトイレ、食事など日常生活行為
・片付けや掃除、調理など生活関連行為に繋がる集団活動
・レクリエーションを通して公共施設の利用や余暇活動の充実　
・個人に合わせたスケジュール（時間の構造化）
・遊び、活動、勉強のスペースを分け、利用児が見て分かりやすい環境の提案（物理的構造化、活動の構造化）

・楽しいお集まりや集団活動を通して原始感覚（視覚・聴覚・触覚）、身体模倣、着席行動の充実
・自立課題を通して微細運動や運筆、眼と手の協応
・制作活動を通して手先の巧緻動作（折る、千切るなど）、
・物品操作（切る、塗る、貼る）の獲得
・サーキットトレーニング等の原始感覚、識別感覚の調整や粗大運動を促す運動遊び本

人
支
援 ・時間や活動、物理的構造化を図り、見て分かりやすい環境設定（視覚的明瞭化）

・自立課題を通してマッチングやアルゴリズムの理解、書字読字、数概念の理解など

・遊びを通して基本的な言語行動の獲得
・自立課題を通してことばの概念や語彙の理解
・絵カードやタブレット等を用いたコミュニケーション

・遊びやお集まりの機会を通してアイコンタクトやジョイントアテンションの獲得
・設定された模倣遊び、見立て遊びを通して遊びの展開を知る
・ソーシャルスキルトレーニング（SST）やソーシャルストーリー、コミック会話などを通して実際の生活場面に合わせた言葉掛けや振る舞いのロールプレイング
・SSTゲームを通してルール、感情のコントロール

支援方針

・通所支援と訪問支援を通して、0歳から年長まで、発達が気になった段階から就学まで継ぎ目のない支援を実施します
・就学以降もお子さんとご家族が安心安全に生活できるように訪問支援を実施します。
・理学療法士が運営しており、発達に限らず、理学療法、地域リハビリテーションの観点から様々な生活のお悩みに対応できるように事業を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 生まれてから大人になるまで、お子さんが健やかに幸せを感じ生活ができるように

事業所名 Luck place らぷらす 作成日支援プログラム（参考様式）



主な行事等

・2025年度の主な行事
　7月：川遊び（年中〜年長児）
　8月：夏季見学会
　11月：外部施設にて運動療育体験（グループ療育利用児）
　　　　商工会主催のオータムフェアにて療育体験ブース出店（療育の見学会、ご相談を兼ねる）
　１月：音楽療法（グループ療育利用児）
　そのほか：不定期にて散策活動や買い物体験等のレクリエーション実施
　　　　　　季節を意識できるような制作や絵本、歌などの活動を実施

・今後も利用児と保護者に合わせた行事を企画検討中


